








新生児ヘルペス症は,重症となることが多く,死亡率も高く,又,幸いに住存し得ても脳障害

を残すこともある大変予後の悪い疾患である。このような新生児ヘルペス症に罹患した子

供を持った両親は,次回の妊娠では,是非健児を得たいと切望して相談のため来院する。こ

のような要請に応え,又,新生児ヘルペス症の予防を考える上で新生児ヘルペス症の原因と

なったヘルペスウイルスが,どこに由来したかは,大切な問題である。新生児ヘルペス症の

ヘルペスウイルスの感染源は,母からの垂直感染か父・同胞又は医療従事者等からの水平感

染である。 

Nahmias によれば,新生児のヘルペス症の 3 分の 1 は,母の性器ヘルペス症に由来する垂直

感染によって発症すると云い,一方,約半分については,感染源が不明であるとも云ってい

る。 


